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BL-芸 Ⅰ誓 -芸 慧 誓R2 4Jtも R2
と記述でき､その時のpは電子の運動量るので､相互作用を表わすオペレーターは





























































































































































































































?〜 ? ?? ? ? ??
と書け､そのときのIi>とIf>は散乱する原子のEiとEfのエネルギーをもつ状態を表
わす｡この行列要素を使うと散乱断面積は





















蕊 -志!(a )2吉粒の主姫 VeiP･-k-(r,0,dlDiya(W尊
と記述する事ができ､これが中性子非弾性散乱を議論する上でもっとも基本となる
式になる｡ここでgoは散乱前の中性子のスピン状態がOである確率を表わす｡
ここで磁気散乱のみによる相互作用を考慮し､上記と同じく軌道モーメントは無い
と仮定して､スピンからのみのモーメントによる散乱をこの式からVan-Hoveの変形を
用いてHeisenbergオペレータを導入し､平均値の定義を
(･･)宅‡giCr)∑go(oq･･画
I 0
とすると､上で弾性散乱の場合にスピン･オペレー タの期待値を導入した計算と類
似して､スピン密度 ･オペレータを
S(r)-≡sj8(r-rj)
FJ
及びそれのFbmier変換したものを
s(Q,-Id3re-iQrs(r,-字sje-iQ(r-rj,
と定義すると､二次微分散乱断面積は非偏極中性子散乱の場合には
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蕊 -警(gNre,2]監eiot(sl(Q,t,S⊥(-Q,0,)
と記述できる｡
一=p lp
ここでS⊥は上で導入したQxsxQに匹敵するもので､中性子磁気散乱により観測でノ■＼
きる磁気モーメントは散乱ベクトルに垂直な面に投影された成分のみであることを表
記する.この式は中性子磁気散乱強度がスピン対相関関数の場所及び時間のFourier変
換したものに比例することを表わす｡これが中性子磁気散乱が磁性物性の研究に大き
な役割を果たしてきた理由である｡勿論この式のなかには最初に述べた弾性散乱のケ
ース(ド- )も含まれている｡スピン対相関関数の時間的変化は非弾性磁気中性子散乱
に反映される｡
ここでは簡素化のためにスピン･モーメントのみ存在すると仮定したが､軌道モー
メントに関しても同じ様な表記が出来､中性子散乱により上記の磁気選択則に従い､
両者から成るモーメントの対相関関数を直接観測出来ることを示すことが出来る｡
サブゼミではこの中性子磁気散乱の基礎を用いて､磁気秩序及び磁気励起に関する
中性子散乱実験例を紹介し､その際に具体的に中性子回折装置､分光装置についても
説明する予定である｡
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